
平 成 29 年
３月７日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
労
働
政
策
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
口
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
技
術
管
理
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
告
示

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請
の
概
要（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
二

救
急
病
院
の
認
定
（
医
療
政
策
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
の
認
定
（
監
理
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

通
行
す
る
車
両
の
高
さ
の
最
高
限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
の
指
定
（
道
路
整
備
課
）

五

…
…
…
…
…

○
公
告

県
営
大
年
地
区
震
災
対
策
農
業
水
利
施
設
整
備
事
業
変
更
計
画
書
の
縦
覧
（
農
村
整
備
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
建
築
指
導
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
人
委
公
告

平
成
二
十
九
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
一
回
）
の
実
施

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
二
十
九
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
一
回
）
の
実
施

八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規

則

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
三
号

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
規
則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
の
項
中
「

」
を

エ
ク
ス
テ
リ
ア
・

造
園
科

二
〇
人

「

」
に
改
め
る
。

造

園

科

一
〇
人

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
四
号

山
口
県
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
工
事
執
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
山
口
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
債
務
不
履
行
等
に
伴
う
違
約
金
）

第
五
十
八
条
の
三

契
約
担
当
者
は
、
請
負
者
と
の
契
約
に
関
し
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
請
負
者
を
し
て
請
負
代
金
の
額
の
十
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
違

約
金
と
し
て
納
付
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

一

請
負
者
が
そ
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
そ
の
債
務
の
履
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

つ
た
と
き
。

二

請
負
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
そ
の
債
務
の
履
行
を
し
な
い
と
き
。

三

次
に
掲
げ
る
者
が
契
約
を
解
除
し
た
と
き
。

イ

請
負
者
に
つ
い
て
破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
破
産
手
続
開
始
の
決
定
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
選
任
さ
れ
た
破
産
管
財
人

ロ

請
負
者
に
つ
い
て
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項

一
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の
規
定
に
よ
り
更
生
手
続
開
始
の
決
定
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
財
人

ハ

請
負
者
に
つ
い
て
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
第
三
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
再
生
手
続
開
始
の
決
定
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
請
負
者
又
は
同
法
第

六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
管
財
人

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

⚒

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告

示

山
口
県
告
示
第
六
十
九
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で
の

間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
、
岩
国
市
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
和
木
町
役
場
に
お
い
て
公

衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

三
井
化
学
株
式
会
社

住

所

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
丁
目
五
番
二
号

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

三
井
化
学
株
式
会
社
岩
国
大
竹
工
場

所
在
地

玖
珂
郡
和
木
町
和
木
六
丁
目
一
番
二
号

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

使

用

の

方

法

能

力

(㎥
／
日
)

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

三
七－

ロ

二
平
成
二
九
、

五
、
一
平
成
二
九
、

八
、
七
平
成
二
九
、

八
、
七
連

続
二
四
時
間
変
動
な
し

備
考

「
三
七－

ロ
」
と
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一

第
三
十
七
号
の
石
油
化
学
工
業
の
用
に
供
す
る
分
離
施
設
を
い
う
。

二
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㈡

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

三
七－

ロ

五

三

～

七

三
、
一
〇
〇

四
、
〇
〇
〇

五

一
〇

八

一
七

三
・
一

九
・
三

二

二

備
考

㈠
の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

能

力

(㎥
／
日
)

処
理
の
方
式

使
用
時
間

間

隔

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動
の

概

要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完
成
予
定

年

月

日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

オ
イ
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製

一
、
〇
〇
〇

浮

上

連

続

二

四

時

間

変

動

な

し

（
既

設
）

活
性
汚
泥
処
理
施
設

〃

二
一
、
五
〇
〇

活

性

汚

泥

〃

〃

〃

オ
イ
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー

〃

二
四
、
〇
〇
〇

浮

上

〃

〃

〃

㈡

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び
処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

種

類

項

目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

オ
イ
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー

処
理
前

一
一
・
五

七

～一
二
二
、九
六
九
三
、〇
〇
〇

一
四

二
三

三

二

五

一

三

四
三
五

一
、
〇
〇
〇

処
理
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二

〃

〃

〃

〃

〃

〃

活
性
汚
泥
処
理
施
設

処
理
前

七

三

～一
二

三
六
六

五
〇
八

三
〇

五
〇

三

八

一
七

三
・
一

九
・
三

一
六
、
三
八
五

二
一
、
五
〇
〇

処
理
後

〃

七

～

九

九
〇
・
三

二
一
〇

二
〇

三
〇

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

オ
イ
ル
セ
パ
レ
ー
タ
ー

処
理
前

八

六

～

九

八
・
五

二
〇

一
四

二
三

二

二

五

一

三

二
四
、
〇
〇
〇

二
四
、
〇
〇
〇

処
理
後

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
・
八

〃

〃

〃

〃

〃

〃
二
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五

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

八

六

～

九

八
・
五

二
〇

一
四

二
三

一
・
八

二

五

一

三

三
三
〇
、
三
三
三

三
四
六
、
二
九
六

No．2

排

水

口

〃

〃

三

一
〇

一

九

一

一

三

〇
・
五

一
・
五

一
六
、
〇
〇
〇

二
四
、
〇
〇
〇

山
口
県
告
示
第
七
十
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

名

称

所

在

地

認
定
が
効
力
を
有
す
る
期
限

山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー

防
府
市
大
字
大
崎
七
七

平
成
三
二
、

三
、
三
一

山
口
県
告
示
第
七
十
一
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

起
業
者
の
名
称

山
陽
小
野
田
市

二

事
業
の
種
類

埴
生
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業

三

起
業
地

㈠

収
用
の
部
分

山
陽
小
野
田
市
大
字
埴
生
字
中
佐
ノ
田
及
び
字
西
佐
ノ
田
地
内

㈡

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

㈠

法
第
二
十
条
第
一
号
関
係

埴
生
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
三
条
第
二
十
二

号
、
第
三
十
一
号
及
び
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈡

法
第
二
十
条
第
二
号
関
係

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
山
陽
小
野
田
市
は
、
一
般
会
計
に
よ
り
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
十
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈢

法
第
二
十
条
第
三
号
関
係

ア

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
は
、
実
際
生
活
に
即
す
る
教
育
、
学
術
及
び
文
化

に
関
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の
施
設
、
山
陽
小
野
田
市
の
事
務
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
の
庁

舎
並
び
に
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
行
う
た
め
の
施
設
を
併
設
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び
利
便
性
の
向
上
並
び
に
児
童
の
健
全
な
育
成
が

図
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

イ

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
本
件
事
業
に
係
る
施
設
（
以
下
「
本
件
施

設
」
と
い
う
。
）
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
環
境
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
起
業
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
起
業
地
の
周
辺
に
お
い
て
、
起
業
者
が
保
護
の
た
め
に
特

別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
及
び
文
化
財
は
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
が
周
辺
環
境

に
与
え
る
影
響
は
軽
微
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ

本
件
事
業
の
起
業
地
は
、
本
件
施
設
の
利
用
者
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
等
を
条
件
と
し
て
、

三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
上
で
選
定
さ
れ
て
い
る
。

エ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

四

山 口 県 報 （定期） 第 2841 号平成29年３月７日 火曜日



㈣

法
第
二
十
条
第
四
号
関
係

ア

本
件
事
業
は
、
実
際
生
活
に
即
す
る
教
育
、
学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の

施
設
、
山
陽
小
野
田
市
の
事
務
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
の
庁
舎
並
び
に
児
童
福
祉
法
第
六
条

の
三
第
二
項
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
行
う
た
め
の
施
設
を
併
設
し
て
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
住
民
の
生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
及
び
利
便
性
の
向
上
並
び
に
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
早
急
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
事
業
で
あ
る
。

イ

本
件
事
業
の
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
施
設
の
規
模
等
に
比
し
て
必
要
最
小
限
の
も
の
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

ウ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ

る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
の
縦
覧
場
所

山
陽
小
野
田
市
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

山
口
県
告
示
第
七
十
二
号

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、

通
行
す
る
車
両
の
高
さ
の
最
高
限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

区

間

指
定
の
期
日

県

道

光
柳
井
線

熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字
波
野
字
塩
坪
二
一
六
三
の
一
地
先
か
ら

柳
井
市
古
開
作
字
中
東
條
六
五
八
の
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
九
年
四
月

一
日

公

告

（
六
二
）
県
営
大
年
地
区
震
災
対
策
農
業
水
利
施
設
整
備
事
業
変
更
計
画
書
の
縦
覧

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
大
年
地
区
震
災
対
策
農
業
水
利
施
設
整
備
事
業
の
事
業
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
大
年
地
区
震
災
対
策
農
業
水
利
施
設
整
備
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
三
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

（
六
三
）
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
開
発
行
為
に

関
す
る
工
事
の
完
了
を
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

岩
国
市
玖
珂
町
字
新
町
後
地
（
一
工
区
）

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者

岩
国
市

人
事
委
員
会

公

告平
成
二
十
九
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
一
回
）
の
実
施

平
成
二
十
九
年
度
山
口
県
警
察
官
（
男
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
一
回
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
人
事
委
員
会

一

募
集
都
府
県
名
及
び
採
用
予
定
人
員

五
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都

府

県

名

採

用

予

定

人

員

山
口
県

四
十
七
人
程
度

東
京
都

大
阪
府

兵
庫
県

そ
れ
ぞ
れ
三
人
程
度

二

職
務
の
概
要

個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交

通
の
取
締
り
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

三

受
験
資
格

㈠

次
の
表
の
区
分
に
応
じ
た
受
験
資
格
に
該
当
す
る
者
が
受
験
で
き
ま
す
。

都
府
県
名

受

験

資

格

山
口
県

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号
）
に
規
定
す
る
大
学
（
山
口
県
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、
短
期
大

学
を
除
く
。
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
卒
業
者
又
は
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

東
京
都

昭
和
五
十
七
年
五
月
十
六
日
か
ら
平
成
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
大
学
等
の
卒
業

者
又
は
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

大
阪
府

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
大
学
等
の
卒
業
者
又
は
平
成
三
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

兵
庫
県

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
で
、
大
学
等
の
卒
業
者
又
は
平
成
三
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

㈡

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⚑

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

⚒

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法

律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準

禁
治
産
者

⚓

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

⚔

志
望
す
る
都
府
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過

し
な
い
者

⚕

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

四

試
験
の
方
法
、
内
容
、
日
時
及
び
場
所

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
ま
す
。

な
お
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
に

よ
り
、
大
学
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
を
行
い
ま
す
。

⚒

日
時

平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
（
日
曜
日
）

試
験
室
入
室

午
前
九
時
三
十
分
ま
で

試

験

午
前
十
時
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

⚓

場
所

下

関

市

梅
光
学
院
大
学

山

口

市

山
口
県
立
大
学

周

南

市

山
口
県
周
南
総
合
庁
舎

㈡

第
二
次
試
験

山
口
県
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
山
口
県
以
外
の
都
府
県
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
都
府
県
か
ら
文
書
で
通
知
さ
れ

ま
す
。

１

方
法
及
び
内
容

⑴

論
文
試
験

思
考
力
、
表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

口
述
試
験
等

人
物
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
定
す
る
た
め
、
個
別
面
接
及
び
集
団
討
論
に
よ
る
試
験
並
び

に
適
性
検
査
を
行
い
ま
す
。

⑶

身
体
検
査

山
口
県
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
公
的
医
療
機
関
に
お
い
て
検
査
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

身

長

一
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

体

重

四
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。

視

力

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇
・
六
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
一
・
〇
以
上
で
あ
る

こ
と
。

六
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色

覚

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

聴

力

正
常
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
他

職
務
の
遂
行
上
支
障
が
な
い
身
体
的
状
態
で
あ
る
こ
と
。

⑷

体
力
検
査

職
務
の
遂
行
上
必
要
な
体
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

反
復
横
跳
び

二
〇
秒
間
に
四
五
回
以
上

握

力

左
右
の
平
均
が
四
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

上
体
起
こ
し

三
〇
秒
間
に
二
一
回
以
上

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

四
三
回
以
上

関
節
運
動

正
常
で
あ
る
こ
と
。

⚒

日
時
及
び
場
所

⑴

適
性
検
査
及
び
論
文
試
験

日

時

平
成
二
十
九
年
六
月
十
日
（
土
曜
日
）

場

所

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

⑵

体
力
検
査

日

時

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
又
は
同
月
十
二
日
（
月
曜
日
）
の
い

ず
れ
か
で
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
日

場

所

山
口
県
警
察
学
校

⑶

口
述
試
験

日

時

平
成
二
十
九
年
六
月
十
二
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
七
月
九
日
（
日
曜
日
）
ま

で
の
間
で
山
口
県
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
日

場

所

山
口
県
警
察
学
校

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五

配
点

山
口
県
の
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
の
配
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

教
養
試
験

五
〇
点

㈡

第
二
次
試
験

論
文
試
験

四
〇
点

口
述
試
験
等

一
四
〇
点

体
力
検
査

六
〇
点

六

合
格
者
の
決
定
方
法

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者
は
、
試
験
の
得
点
順
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
養
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
五
割
未
満
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者
は
、
第
一
次
試
験
の
得
点
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
結
果
に
基

づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
論
文
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
五
割
以
下
の
場
合
、
口
述
試
験
等
の
得
点
が
三
十
五

点
以
下
の
場
合
、
身
体
検
査
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
又
は
体
力
検
査
の
二
項
目
以
上
が
基
準

に
達
し
な
い
場
合
若
し
く
は
一
項
目
で
も
著
し
く
基
準
を
下
回
る
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま

す
。

七

合
格
者
の
発
表

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者

山
口
県
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
に
合
格
者
の
受

験
番
号
を
山
口
県
庁
本
館
棟
一
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
及
び
山
口
県
警
察
本
部
前
の
掲
示
板

に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
山
口
県
以
外
の
都
府
県
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
上
旬
ま
で
に
当

該
都
府
県
か
ら
文
書
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者

山
口
県
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
下
旬
に
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県

庁
本
館
棟
一
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
及
び
山
口
県
警
察
本
部
前
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と

も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
発
表
日
は
、
第
二
次
試
験
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
っ
て
、
山
口
県
以
外
の
都
府
県
の
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
上
旬
ま
で

に
当
該
都
府
県
か
ら
文
書
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

㈢

試
験
の
得
点
等
の
開
示

試
験
の
得
点
及
び
順
位
の
開
示
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
行
う
の
で
、
試
験

の
得
点
及
び
順
位
の
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
者
は
、
合
格
者
の
発
表
日
（
第
一
次
試
験
の

合
格
者
に
あ
っ
て
は
最
終
合
格
者
の
発
表
日
、
第
一
次
試
験
の
不
合
格
者
で
山
口
県
以
外
の
都
府

県
を
志
望
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
当
該
都
府
県
の
最
終
合
格
者
の
発
表
日
）
以
後
、
来
所
の
上
、

そ
の
旨
を
山
口
県
人
事
委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八

合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
経
路
及
び
給
与

㈠

合
格
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
府
県
の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
か
ら
各
都
府

県
の
任
命
権
者
（
警
視
総
監
又
は
警
察
本
部
長
）
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
原

則
と
し
て
一
年
間
有
効
で
す
。

㈡

採
用
は
、
原
則
と
し
て
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
者
は
、
巡
査
に
任
命
さ

れ
、
各
都
府
県
の
警
察
学
校
に
入
校
し
、
六
月
間
の
初
任
教
養
を
受
け
た
後
、
勤
務
箇
所
に
配
置

さ
れ
ま
す
。
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㈢

給
与
は
、
各
都
府
県
で
多
少
の
差
は
あ
り
ま
す
が
、
山
口
県
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
月
額

二
十
一
万
二
千
百
円
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

九

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

㈠

受
験
申
込
書
の
請
求

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
（
火
曜
日
）
以
後
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
山
口
市
滝
町
一

番
一
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
山
口
県
警
察
官
🄐
受
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
横

二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
申
込
書
は
、
山
口
県
内
の
警
察
署
、
交
番
及
び
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。

㈡

受
験
の
申
込
み

⚑

受
験
申
込
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
受
験
票
の
郵
便
は
が
き
欄
に
宛
先
及
び
郵
便
番
号

を
明
記
の
上
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
山
口
県
警
察
官
🄐
受
験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書

し
、
必
ず
特
定
記
録
郵
便
等
の
確
実
な
方
法
に
よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

⚒

受
験
申
込
書
に
は
志
望
都
府
県
名
を
第
二
志
望
ま
で
記
入
で
き
ま
す
。

志
望
で
き
る
都
府
県
は
、
山
口
県
、
東
京
都
、
大
阪
府
及
び
兵
庫
県
の
四
都
府
県
で
す
。
た

だ
し
、
山
口
県
を
第
二
志
望
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

㈢

受
験
上
の
希
望
事
項

身
体
の
障
害
等
が
あ
る
者
で
試
験
当
日
に
車
椅
子
等
補
装
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
受
験
に
際
し

て
の
希
望
事
項
が
あ
る
者
は
、
受
験
申
込
書
の
該
当
欄
に
必
ず
そ
の
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
採
用
試
験

情
報
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
障
害
者
へ
の
受
験
上
の
配
慮
に
係
る
取
扱
要
領
」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

㈣

受
付
の
期
間
及
び
時
間

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
四
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日

及
び
土
曜
日
並
び
に
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規

定
す
る
休
日
を
除
く
。
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

㈤

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
受
験
の
申
込
み

１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
受
験
の
申
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⚒

受
験
の
申
込
み
の
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
（
火
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
四
月
十
四
日
（
金
曜
日
）
午
後

五
時
ま
で

十

そ
の
他

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

四
四

七
四
）
又
は
山
口
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

〇
一
一
〇
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

公

告平
成
二
十
九
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
一
回
）
の
実
施

平
成
二
十
九
年
度
山
口
県
警
察
官
（
女
性
）
採
用
🄐
試
験
（
第
一
回
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

山
口
県
人
事
委
員
会

一

採
用
予
定
人
員

八
人
程
度

二

職
務
の
概
要

個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧
及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交

通
の
取
締
り
そ
の
他
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
任
務
に
従
事
し
ま
す
。

三

受
験
資
格

㈠

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
女
性
で
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
大
学
（
山
口
県
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
も
の
を
含
み
、

短
期
大
学
を
除
く
。
）
の
卒
業
者
又
は
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

者
が
受
験
で
き
ま
す
。

㈡

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⚑

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

⚒

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法

律
第
百
四
十
九
号
）
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準

禁
治
産
者

⚓

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
者

⚔

山
口
県
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者
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⚕

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

四

試
験
の
方
法
、
内
容
、
日
時
及
び
場
所

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
ま
す
。

な
お
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

⚑

方
法
及
び
内
容

警
察
官
と
し
て
必
要
な
一
般
的
な
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
に

よ
り
、
大
学
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
を
行
い
ま
す
。

⚒

日
時

平
成
二
十
九
年
五
月
十
四
日
（
日
曜
日
）

試
験
室
入
室

午
前
九
時
三
十
分
ま
で

試

験

午
前
十
時
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

⚓

場
所

下

関

市

梅
光
学
院
大
学

山

口

市

山
口
県
立
大
学

周

南

市

山
口
県
周
南
総
合
庁
舎

㈡

第
二
次
試
験

１

方
法
及
び
内
容

⑴

論
文
試
験

思
考
力
、
表
現
力
、
構
成
力
等
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
ま
す
。

⑵

口
述
試
験
等

人
物
に
つ
い
て
総
合
的
に
評
定
す
る
た
め
、
個
別
面
接
及
び
集
団
討
論
に
よ
る
試
験
並
び

に
適
性
検
査
を
行
い
ま
す
。

⑶

身
体
検
査

山
口
県
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
公
的
医
療
機
関
に
お
い
て
検
査
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

身

長

一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

体

重

四
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。

視

力

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇
・
六
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
一
・
〇
以
上
で
あ
る

こ
と
。

色

覚

職
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

聴

力

正
常
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
他

職
務
の
遂
行
上
支
障
が
な
い
身
体
的
状
態
で
あ
る
こ
と
。

⑷

体
力
検
査

職
務
の
遂
行
上
必
要
な
体
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

な
お
、
検
査
に
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
。

反
復
横
跳
び

二
〇
秒
間
に
四
〇
回
以
上

握

力

左
右
の
平
均
が
二
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

上
体
起
こ
し

三
〇
秒
間
に
一
五
回
以
上

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

二
五
回
以
上

関
節
運
動

正
常
で
あ
る
こ
と
。

⚒

日
時
及
び
場
所

⑴

適
性
検
査
及
び
論
文
試
験

日

時

平
成
二
十
九
年
六
月
十
日
（
土
曜
日
）

場

所

山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

⑵

体
力
検
査

日

時

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
又
は
同
月
十
二
日
（
月
曜
日
）
の
い

ず
れ
か
で
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
日

場

所

山
口
県
警
察
学
校

⑶

口
述
試
験

日

時

平
成
二
十
九
年
六
月
十
二
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
七
月
九
日
（
日
曜
日
）
ま

で
の
間
で
山
口
県
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
日

場

所

山
口
県
警
察
学
校

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
通
知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五

配
点

第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
の
配
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

㈠

第
一
次
試
験

教
養
試
験

五
〇
点

㈡

第
二
次
試
験

論
文
試
験

四
〇
点

口
述
試
験
等

一
四
〇
点

体
力
検
査

六
〇
点

六

合
格
者
の
決
定
方
法

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者
は
、
試
験
の
得
点
順
に
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
教
養
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
五
割
未
満
の
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者
は
、
第
一
次
試
験
の
得
点
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
次
試
験
の
結
果
に
基

八
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づ
い
て
決
定
し
ま
す
。

た
だ
し
、
論
文
試
験
の
得
点
が
平
均
点
の
五
割
以
下
の
場
合
、
口
述
試
験
等
の
得
点
が
三
十
五

点
以
下
の
場
合
、
身
体
検
査
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
又
は
体
力
検
査
の
二
項
目
以
上
が
基
準

に
達
し
な
い
場
合
若
し
く
は
一
項
目
で
も
著
し
く
基
準
を
下
回
る
場
合
は
、
不
合
格
と
な
り
ま

す
。

七

合
格
者
の
発
表

㈠

第
一
次
試
験
合
格
者

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日
（
水
曜
日
）
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
庁
本
館
棟

一
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
及
び
山
口
県
警
察
本
部
前
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合

格
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

㈡

最
終
合
格
者

平
成
二
十
九
年
七
月
下
旬
と
し
、
合
格
者
の
受
験
番
号
を
山
口
県
庁
本
館
棟
一
階
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
及
び
山
口
県
警
察
本
部
前
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

な
お
、
発
表
日
は
、
第
二
次
試
験
当
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈢

試
験
の
得
点
等
の
開
示

試
験
の
得
点
及
び
順
位
の
開
示
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
行
う
の
で
、
試
験

の
得
点
及
び
順
位
の
開
示
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
験
者
は
、
合
格
者
の
発
表
日
（
第
一
次
試
験
の

合
格
者
に
あ
っ
て
は
、
最
終
合
格
者
の
発
表
日
）
以
後
、
来
所
の
上
、
そ
の
旨
を
山
口
県
人
事
委

員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

八

合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
経
路
及
び
給
与

㈠

合
格
者
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
が
作
成
す
る
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
こ
の
う
ち
か

ら
山
口
県
警
察
本
部
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、
原
則
と
し
て
一
年
間
有
効
で

す
。

㈡

採
用
は
、
原
則
と
し
て
平
成
三
十
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
採
用
者
は
、
山
口
県
巡
査
に

任
命
さ
れ
、
山
口
県
警
察
学
校
に
入
校
し
、
六
月
間
の
初
任
教
養
を
受
け
た
後
、
勤
務
箇
所
に
配

置
さ
れ
ま
す
。

㈢

給
与
は
、
原
則
と
し
て
月
額
二
十
一
万
二
千
百
円
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
住
居
手

当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

九

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

㈠

受
験
申
込
書
の
請
求

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
（
火
曜
日
）
以
後
に
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
山
口
市
滝
町
一

番
一
号
（
郵
便
番
号
七
五
三－

八
五
〇
一
）
）
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
山
口
県
警
察
官
🄐
受
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
し
、
百
二
十
円
分
の
切
手
を

貼
っ
た
宛
先
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
縦
三
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
横

二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
申
込
書
は
、
山
口
県
内
の
警
察
署
、
交
番
及
び
駐
在
所
に
も
あ
り
ま
す
。

㈡

受
験
の
申
込
み

受
験
申
込
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
受
験
票
の
郵
便
は
が
き
欄
に
宛
先
及
び
郵
便
番
号
を

明
記
の
上
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
山
口
県
警
察
官
🄐
受
験
申
込
書
在
中
」
と
朱
書
し
、

必
ず
特
定
記
録
郵
便
等
の
確
実
な
方
法
に
よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

㈢

受
験
上
の
希
望
事
項

身
体
の
障
害
等
が
あ
る
者
で
試
験
当
日
に
車
椅
子
等
補
装
具
を
使
用
す
る
な
ど
、
受
験
に
際
し

て
の
希
望
事
項
が
あ
る
者
は
、
受
験
申
込
書
の
該
当
欄
に
必
ず
そ
の
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
採
用
試
験

情
報
」
に
掲
載
し
て
い
る
「
障
害
者
へ
の
受
験
上
の
配
慮
に
係
る
取
扱
要
領
」
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

㈣

受
付
の
期
間
及
び
時
間

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
年
四
月
二
十
一
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
日
曜
日

及
び
土
曜
日
並
び
に
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規

定
す
る
休
日
を
除
く
。
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

㈤

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
受
験
の
申
込
み

⚑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
受
験
の
申
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⚒

受
験
の
申
込
み
の
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
（
火
曜
日
）
午
前
九
時
か
ら
同
年
四
月
十
四
日
（
金
曜
日
）
午
後

五
時
ま
で

十

そ
の
他

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

四
四

七
四
）
又
は
山
口
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

〇
一
一
〇
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事

一
〇
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